学校事務実践事例（令和５年度）コピー・転載禁止
職員と連携して学校を綺麗に
（備品の整理）
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【背景と目標】　
　学校創立１４８年
　児童数１７１名
　教職員数１９名
　経験年数４年目
　学校教育目標「学校が好き，友達が好き，ふるさとが好きな万世の子どもを育てる。」
　学校経営の基本方針「子どもが生涯にわたって学ぶために必要な基礎的・基本的な能力と豊かな人間性や思考力・判断力・表現力を身に付けさせると同時に，特色ある教育活動を展開していく。」

（昨年度の夏季休業中に実践した取り組みです。）
人事異動で人が入れ替わると，備品や空き教室の整理がきちんとされていなかったり，使えない備品を廃棄せずにそのまま置いていたりしているのが気になっていました。また，備品台帳を見ても，保管場所が違っていたり，学校にはない備品が台帳に記載されていたりして，全く整理がされていない状況で台帳の整理もする必要があると感じました。そのため夏季休業中を利用して職員と連携しながら，備品の整備や教室等の整理整頓を行いました。この実践を通して子どもたちの学習環境を整えることができ，気持ちよく授業に臨めるのではないかと考えました。

【協働・取組】
　まず，各教室の責任者や教科主任を中心に保管場所ごとに一覧になっている備品台帳を配布し，資料１のように表紙をつけました。廃棄が必要な備品には△印，台帳に記載されていて，学校にない備品は棒線を引く，経年劣化により使えず廃棄が必要な備品には〇印をつけるという方法で職員にはお願いをし，それぞれ教科主任の先生を中心に備品の確認を行うようにしました。
　特に音楽室は，楽器や使わなくなったＣＤの入った空ケースや，何十年ほど前に金管バンドがあった時の衣装も残っており，片付けが全くされていませんでした。使えなくなった楽器もそのまま放置されていて，備品の確認を行うよりも掃除の方が先でした。４日ほどかけて，隅から隅まで整理整頓し，使わない物や使えない物はどんどん廃棄していきました。また，古い備品は，備品シールが貼ってなかったり，マジックで書かれていた文字が消えかかったりしていて判断するのにとても苦労しました。そのため，確認できる備品から探していき，残った備品を台帳に記載されている備品とですり合わせて新たに備品シールを作成していきました。音楽の備品はかなりの数で，備品の点検や整理するのには多くの時間を要しました。ですが，整理された後の音楽室を見ると，見違えるほどすっきりとして綺麗になりました。
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資料１
備品台帳
表紙
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　　　　　　　　　　　廃棄した備品や粗大ゴミ

【成果と課題】
[bookmark: _GoBack]　職員と連携をしながら，教室の整理整頓や備品の整備を行い，子どもたちの学習環境を整えることができたのでとても嬉しく思います。また，備品台帳の整理もできたので，どんな備品が足りていないのかを把握することができました。また，職員は「こんな備品もあったのか。今まで知らなかった。」等と発言しており，備品の確認を行うことは大切だと気付きました。また，職員との協力する大切さも学ぶ事ができました。課題としては，まだまだ整理が必要な場所もあり，全ての備品の有無を確認できていないので，定期的に整理して学校を綺麗に保てるようにしていきたいと思います。
[bookmark: _Hlk132590731]
【教訓】
私はまだ，経験が浅くてこれくらいのことしかできませんが，実践して良かったと思います。限られた予算でせっかく購入した備品がねむっているのは，勿体ないです。今後も定期的に備品の確認を職員と連携して行いたいです。また，家にお客さんが来るときは家を綺麗にして迎え入れると思いますが，学校も同じだと思います。特に学校は頻繁にお客さんがくるので常に整理整頓を心掛けていきたいなと思います。
今，実践していることは，学級会費等を納金袋に入れて徴収する方法から，保護者口座から自動で引落とす方法に変更する準備をしています。大規模校等は自動引落しをすでに採用していると思いますが，私の学校も保護者や職員の負担軽減となるべく現金の取扱を少なくしたいという思いから，口座引落しに転換したいと思っています。取り組み始めたばかりで分からないことも多いですが，様々な学校を参考にしながら進めていけたらと思います。
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